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８
月
３
日

　

８
月
３
日  

、名
瀬
港
（
佐
大
熊
地
区
）

、名
瀬
港
（
佐
大
熊
地
区
）

に
て
恒
例
の
奄
美
ま
つ
り
舟
こ
ぎ
競
争

に
て
恒
例
の
奄
美
ま
つ
り
舟
こ
ぎ
競
争

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
今
年
も
た
く
さ

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
今
年
も
た
く
さ

ん
の
チ
ー
ム
が
出
場
し
、
大
い
に
盛
り

ん
の
チ
ー
ム
が
出
場
し
、
大
い
に
盛
り

上
が
り
ま
し
た
。

上
が
り
ま
し
た
。

（
２
〜
３
ペ
ー
ジ
に
関
連
記
事
）

（
２
〜
３
ペ
ー
ジ
に
関
連
記
事
）
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一般の部　優勝　根瀬部町内会

女子・子ども会の部　優勝　奄美病院なの。
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有料広告

郷土の益々の発展を祈念致します。

－設計・製作・施工－

営 業 種 目

代表取締役　平　勝利（奄美市名瀬大熊出身）
（社）葛飾法人会立石西支部 副支部長・関東常夏会 会長

関東地区輪内会 会長・東京名瀬会 副会長

〒１２４－００１２　東京都葛飾区立石２－３４－５
☎ （代）・FAX

東京都知事許可 (般 -23) 第 125571号 東京労働局長許可第18号・2号
社団法人日本クレーン協会東京支部会員　東京エレベーター工業協同組合会員

　泉　千尋（大熊）　　　中野　晴夫（仲勝）
　永井　裕志（宇宿）　　押川　光仁（大熊）

超高層ビル自動ゴンドラ、有人ゴンドラ、エレベーター、
ダムウエター、メンテナンス、改修工事、環境関連設備

有料広告
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三井住友海上文化財団派遣コンサート

☆☆☆初めてでも楽しめる解説付きオペラ☆☆☆
２つの名作でオペラを知り、一夜でオペラが好きになる！！

　※未就学児の入場はご遠慮ください。（親子室は使用できます）
　※本コンサートは（公財）三井住友海上文化財団の助成により低料金に設定しています。

主催　奄美市・鹿児島県・公益財団法人　三井住友海上文化財団
お問い合わせ　奄美市教育委員会生涯学習課　TEL52－1111（内線1725，1726）

ピアノ：古藤田みゆきバリトン：青山貴テノール：上原正敏 ナビゲーター：村上信夫
提供：ラジオマニア誌

ソプラノ：天羽明惠
photo:akira mutophoto:akira muto

　

次
の
行
為
は
法
律
に
違
反
す
る
こ
と
を
ご
存

知
で
す
か
？

①
自
家
用
車
で
人
を
運
び
、
金
品
を
受
け
取
る
こ
と

② 

軽
ト
ラ
ッ
ク
事
業
者
が
、
荷
物
と
一
緒
に
人
を

運
ぶ
こ
と

③ 

運
転
代
行
業
者
が
、
代
行
車
（
随
伴
車
）
に

人
を
載
せ
て
運
ぶ
こ
と

　

自
家
用
車
（「
白
」
ま
た
は
「
黄
」
ナ
ン
バ
ー
）、

ま
た
は
、
ト
ラ
ッ
ク
業
者
の
車
両
（「
緑
」
ま
た

は
「
黒
」
ナ
ン
バ
ー
）
で
、旅
客
（
人
）
を
運
送
し
、

金
品
を
受
け
取
る
こ
と
は
、
法
律
に
よ
り
禁
止
さ

れ
て
い
ま
す
。

　

住
民
の
皆
さ
ん
は
、
上
記
車
両
を
、
バ
ス
や
タ
ク

シ
ー
代
わ
り
に
利
用
し
な
い
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

　

こ
れ
ら
に
関
す
る
相
談
、お
問
い
合
わ
せ
等
は
、

左
記
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　

九
州
運
輸
局
鹿
児
島
運
輸
支
局

　

 

０
９
９ -

２
６
１ -
９
１
９
２

　

大
島
自
動
車
検
査
登
録
事
務
所

　

 

０
９
９
７ -

52-

０
７
５
７

タ
ク
シ
ー
類
似
行
為
（
白
タ
ク
行
為
）

防
止
に
関
す
る
お
知
ら
せ

（自家用）

総務省統計局ホームページ総務省統計局ホームページ
http://wwhttp://www.stat.go.jp/w.stat.go.jp/

 総務省統計局 検索
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平成２５年９月１１日(水 ) １１時００分ごろ と
    １１時３０分ごろ の
     ２回 実施します

秋野菜栽培講習会の開催について

　下記日程にて、秋野菜の栽培講
習会を開催します。（参加費は無料）
興味のある方は、お気軽にご参加
ください。

■９月１２日（木）
・10:00～ 12:00　奄美市名瀬農村環境改善センター

（名瀬朝戸　奄美市農業研究センター）
・14:00～16:00　小宿公民館（名瀬小宿集落内）
■９月１３日（金）
・14:00～ 16:00　（有）サン奄美（住用町摺勝）
■９月２０日（金）
・10:00～ 12:00　笠利農村環境改善センター

（太陽が丘総合運動公園敷地内）
○講習内容：土づくり・肥料について、秋野
菜（キャベツ・ダイコン・ニンジンなど）の栽
培ポイント、農薬の適正使用について

【お問い合わせ先】奄美市農林振興課　農政係
       ５２－１１１１（内1408）

『オータムジャンボ宝くじ』が発売されます！

 ※宝くじの収益金は、市町村の明るいまちづくりや環境対策，
高齢化対策など地域住民の福祉向上のために使われます。

 

運動期間：平成２５年９月２１日（土）
         ～ ９ 月３０ 日（月）
※9 月30 日（月）は、交通事故死ゼロを目指す日

【スローガン】
　ルールとマナー　乗せて走ろう　秋の道
【運動の最重点】
　子どもと高齢者の交通事故防止

【運動の重点】
１． 夕暮れ時と夜間の歩行中・自転車乗用中の交通事
故防止（特に、反射材用品等の着用の推進及び自
転車前照灯の点灯の徹底）

２．飲酒運転の根絶
３． 全ての座席のシートベルトとチャ
イルドシートの正しい着用の徹底
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専業主婦（夫）の年金が改正されました
　平成 25年 7月1日から専業主婦（※）の年金が改
正され、サラリーマンの夫が退職した際などに年金の
切り替えの手続きが遅れたため、保険料が未納となっ
ている主婦が手続きをすることにより、年金を受け取
れるようになる場合があります。

　夫が会社を退職した場合や妻自身の年収が増えた
ときなどは、手続き（第 3号被保険者から1号被保
険者への変更届）をして保険料を納めなくてはなりま
せんが、この手続きが2年以上遅れた事がある方は、
2年以上前の保険料を納付する事ができないため、保
険料の「未納期間」が発生します。

　このたび、専業主婦の年金が改正され、このような
方が手続きすることにより、「未納期間」を「受給資
格期間」に算入することができるようになりました。
（※）妻がサラリーマン、夫が専業主夫の場合も同様で
す。

◎主婦年金からの切り替えの手続き
が 2年以上遅れたことがある方は、
今すぐお問い合わせを！
　65歳以上の方は、お問い合わせが
遅れると年金の受け取りも遅れます。
　65歳未満の方は、障害・遺族年金
を受け取りやすくなります。

◎詳しくは、国民年金保険料専用ダイヤル０５７０－
０１１－０５０またはお近くの年金事務所へお問い合
わせください。
【お問い合わせ先及び受付窓口】
・奄美大島年金事務所　 52-4341
・名瀬総合支所国保年金課　 52-1111（内線1148）
・住用総合支所市民福祉課　 69-2111　（内線 2103）
・笠利総合支所市民課　 63-1111（内線 3026）

　国民年金保険料には定額の保険料に400円多
く納めると200円多く受給できる付加保険料があ
ります。
　定額の保険料の場合、1ヶ月15,040円を支払う
と将来受給する年金は月単価1,638円となります
が、これに付加保険料を400円プラスして納める
と1,638円＋200円となり月単価1,838円を受給
することができます。
（平成 25年 4月の年金額を基にしています。受
給額については実際の金額とは若干異なっていま
す。あくまで目安として参考にしてください。また、
年金額は物価等の変動により見直されますが付加
保険料は変動しません。）

年金一口メモ　年金を増やしたい方へお勧め
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　  　  0997-52-1111（内線1437）0997-52-1111（内線1437）

※写真はイメージです。

※写真はイメージです。

　浄化槽は私たちの生活から排出された汚水を浄化し、きれい

な水にして流すことができる装置です。そのため、業者に委託

して行う「保守点検」と「清掃」をきちんと行い、水質に関す

る「法定検査」を受けることが義務付けられています。

　この「法定検査」は、浄化槽の適正な維持管理による環境保

全を目的に実施するもので、知事が指定した検査機関である（公

財）鹿児島県環境検査センターの検査員が事前にハガキで通知

した検査日にお伺いし、現場での検査と浄化槽の放流水を採水

し持ち帰って水質検査を行います。（地元の保守点検業者が行

う保守点検とは別のものです。） 　

　毎年１回実施することとなっているこの検査は、11人槽以上

及び官公署の浄化槽を検査対象としていましたが、平成17年

度から10人槽以下の家庭槽も検査対象となりました。

　検査対象となった浄化槽(設置年度ごとに対象としています)

については事前に指定検査機関から日程通知がありますので必

ず受検していただきますようお願いします。

（検査手数料）

一般家庭５人～10人槽

　単独処理浄化槽・・・４千円

　合併処理浄化槽・・・６千円

【問合わせ先】

　鹿児島県知事指定検査機関

　（公財）鹿児島県環境検査センター　 099-223-3185 

　県保健福祉環境部衛生・環境課　 0997-52-5411

　鹿児島県生活排水対策室　 099-286-3685 

　奄美市下水道課　 0997-52-1401

　奄美市水環境課　 0997-63-1111

真 イメ ジ す
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住用地区　7月末人口　1,453人　806世帯（住民登録月報より）
　

今
年
で
16
回
目
と
な
る
長
野
県
小
川
村
と
の
交
流
事
業

が
、
７
月
29
日
〜
８
月
１
日
に
小
川
小
学
校
の
児
童
24
名

と
引
率
者
５
名
を
お
迎
え
し
、
奄
美
市
を
中
心
に
交
流
が

行
わ
れ
ま
し
た
。
小
川
村
の
児
童
は
、
住
用
町
児
童
と
の

交
流
会
や
、
カ
ヌ
ー
に
乗
っ
て
の
マ
ン
グ
ロ
ー
ブ
探
索
、
泥

染
め
Ｔ
シ
ャ
ツ
作
成
、
海
水
浴
な
ど
の
自
然
体
験
を
通
じ
、

住
用
町
の
子
供
た
ち
と
交
流
を
深
め
て
い
ま
し
た
。

　

恒
例
の
市
小
中
学
校
「
Ｐ
Ｔ
Ａ
主
催
遠
泳

大
会
」
を
、
７
月
28
日
（
日
）
市
集
落
に
あ
る

金
久
田
海
岸
に
て
開
催
し
ま
し
た
。

　

児
童
生
徒
５
名
が
１
学
期
の
体
育
の
時
間

や
放
課
後
を
利
用
し
て
一
生
懸
命
練
習
し
て
き

た
成
果
を
披
露
し
ま
し
た
。

　

今
年
は
、
Ｂ
コ
ー
ス
Ｃ
コ
ー
ス
に
そ
れ
ぞ
れ

が
挑
戦
し
、
小
学
生
４
名
・
中
学
生
１
名
が

保
護
者
や
教
職
員
伴
泳
の
も
と
見
事
に
全
員

が
完
泳
し
ま
し
た
。

　

集
落
か
ら
も
大
勢
の
方
々
が
応
援
に
駆
け

付
け
大
会
を
盛
り
上
げ
て
頂
き
ま
し
た
。
児

童
生
徒
は
完
泳
後
「
来
年
は
更
に
次
の
コ
ー
ス

に
挑
戦
し
た
い
！
」
と
皆
、
口
を
揃
え
て
言
っ

て
く
れ
ま
し
た
。
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　9月は、国民健康保険税・後期高齢者医療保険料及び介護保
険料の第３期分の納期となっていますので納期内に納付してい
ただきますようよろしくお願いいたします。
　また、未納分と過年度滞納分の市税についても当日会場で納
めることができますので市民の皆様の御協力をお願いします。

午前 午後
9月24日
（火）

市・戸玉、見里・摺勝、
西仲間・石原

山間・上役勝、
川内・東仲間、城・和瀬

　７月27日（土）午後７時から市保育所の夕涼み会が開催され
ました。
　前日からの園児による集落マイク放送での呼び掛けもあって
か、集落内のおじぃちゃん・おばぁちゃん達が大勢見学に来場い
ただきました。
　園児たち４人も少ない人数ながら、島唄や八月踊り、高齢者と
のふれあい踊り・六調などたくさん披露してくれました。
　最後は外に出て園児から高齢者まで全員参加の花火をして終
わりました。
　会場はとても盛上がり、笑顔の絶えない夕涼み会でした。

　住用町和瀬にお住まいの迫田 実成 様が平成 25年８月９日を
もって、満100歳を迎えられました。8月９日は、満田住用地域
自治区事務所長や住用市民福祉課の職員がご自宅に訪問し、敬
老祝金と賞状を贈呈しました。実成さんは、昭和18年３月４日
に結婚、四男一女の子宝に恵まれました。特に病気もせず現在
も和瀬の自宅で夫婦で生活を送っています。長生きの秘訣は、「自
分の体は自分で守る」という意識で健康管理に留意すること。ま
た、毎日適量の糖分を摂取することが大事と話していました。

迫田実成 氏
大正2年 8月9日生

※当日の詳しい徴収時間につきましては、改めまして集落の放
送等でご案内させていただきます。
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笠利地区　7月末人口　6,112人　3,090世帯（住民登録月報より）

　

海
水
浴
シ
ー
ズ
ン
を
迎
え
水
難
事

故
に
対
す
る
救
助
技
術
の
向
上
を
図

る
と
と
も
に
、
水
難
救
助
活
動
を
迅

速
に
展
開
さ
せ
、
そ
の
効
果
を
あ
げ

る
事
を
目
的
と
し
て
、
笠
利
消
防
分

署
職
員
及
び
あ
や
ま
る
プ
ー
ル
監
視

員
、
土
盛
・
用
安
海
岸
監
視
員
が
、

７
月
25
日
〜
26
日
、
２
日
間
に
か
け

て
土
盛
海
岸
に
て
水
難
救
助
訓
練
を

実
施
し
ま
し
た
。

【
訓
練
内
容
】

　

・
救
命
索
発
射
銃
取
扱
訓
練

　

・
溺
者
搬
送
訓
練

　

・ 

ゴ
ム
ボ
ー
ト
を
使
用
し
た
要
救

助
者
引
き
揚
げ
及
び
搬
送
訓
練 

　

本
年
度
で
13
回
目
を
迎
え
る
、
群
馬
県
み
な
か
み
町

と
の
交
流
事
業
が
８
月
１
日
（
木
）
か
ら
８
月
５
日
（
月
）

に
か
け
て
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

１
日
、
午
後
５
時
か
ら
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
と
の
対
面

式
を
行
い
４
泊
５
日
の
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
が
始
ま
り
ま
し
た
。

　

滞
在
中
、
マ
リ
ン
ス
ポ
ー
ツ
、
海
水
浴
、
天
然
塩
づ

く
り
等
を
行
い
、
自
由
行
動
の
日
は
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー

と
楽
し
い
一
日
を
過
ご
し
ま
し
た
。

　

５
日
は
コ
ク
ト
く
ん
が
見
送
り
に
訪
れ
子
供
た
ち
と

記
念
写
真
を
撮
り
ま
し
た
。

　

来
年
２
月
に
は
笠
利
の
子
供
た
ち
が
み
な
か
み
町
を

訪
れ
ま
す
。
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７
月
28
日
（
日
）、
Ｐ
Ｔ
Ａ
と
大
島
北

高
の
共
催
に
よ
る
第
11
回
笠
利
湾
一
周
板

付
け
舟
リ
レ
ー
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
こ

の
「
笠
利
湾
一
周
板
付
け
舟
リ
レ
ー
」
は
、

卒
業
し
て
シ
マ
を
離
れ
て
い
く
生
徒
達
へ

の
贈
り
物
と
し
て
、
シ
マ
を
愛
す
る
気
持

ち
や
シ
マ
の
良
さ
を
、「
海
人
」
と
し
て
、

シ
マ
の
先
人
た
ち
が
築
い
て
き
た
歴
史
や

自
然
の
美
し
さ
を
、
海
か
ら
体
感
し
て

欲
し
い
と
い
う
目
的
で
実
施
さ
れ
て
い
ま

す
。

　

当
日
は
、
多
く
の
参
加
者
の
日
頃
の
善

行
の
お
か
げ
で
、
台
風
な
ど
の
心
配
も
な

く
、
絶
好
の
舟
こ
ぎ
日
和
に
な
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
出
発
地
点
で
あ
る
龍
郷
町
の
浦

港
で
は
、
龍
郷
町
ふ
る
さ
と
祭
り
の
舟
こ

ぎ
大
会
が
予
定
さ
れ
て
い
た
た
め
、
当
初

は
番
屋
を
ス
タ
ー
ト
地
点
と
考
え
て
い
ま

し
た
が
、
川
畑
宏
友
龍
郷
町
長
の
ご
配
慮

に
よ
り
、
浦
港
か
ら
ス
タ
ー
ト
で
き
ま
し

た
。
お
心
遣
い
、
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。

　

さ
て
、龍
郷
町
浦
港
で
の
出
発
式
の
後
、

浦
港
か
ら
番
屋
、
龍
郷
、
倉
崎
、
赤
尾
木
、

白
浦
、
喜
瀬
浦
、
鯨
浜
、
打
田
原
、
前
肥

田
を
経
由
し
、
笠
利
町
赤
木
名
公
園
ま
で

の
10
区
間
（
約
25
㎞
）
を
、
３
艇
の
板
付

け
舟
に
そ
れ
ぞ
れ
漕
ぎ
手
（
６
名
）
と
舵

取
り
（
１
名
）
合
わ
せ
て
７
名
が
乗
り
、

櫂
を
つ
な
ぎ
ま
し
た
。

　

奄
美
の
夏
の
照
り
付
け
る
日
差
し
の

中
、
ベ
テ
ラ
ン
の
舵
取
り
の
下
で
真
っ
直

ぐ
進
む
舟
、
慣
れ
な
い
舵
の
下
で
迷
走
す

る
舟
、
途
中
で
力
尽
き
海
上
か
ら
の
風
景

を
楽
し
み
な
が
ら
休
憩
す
る
舟
な
ど
様
々

で
、
海
岸
や
沿
道
か
ら
の
声
援
を
う
け
、

協
力
し
合
い
な
が
ら
懸
命
に
舟
を
漕
ぎ

ゴ
ー
ル
を
め
ざ
し
ま
し
た
。
昼
食
は
赤
尾

木
公
民
館
で
、「
母
ち
ゃ
ん
隊
」
に
よ
る

心
づ
く
し
の
手
料
理
が
ふ
る
ま
わ
れ
ま
し

た
。
漕
ぎ
終
わ
っ
た
チ
ー
ム
、
こ
れ
か
ら

出
発
の
チ
ー
ム
そ
れ
ぞ
れ
が
、
そ
う
め
ん

や
お
に
ぎ
り
、
た
く
さ
ん
の
手
作
り
お
菓

子
に
舌
鼓
を
打
ち
な
が
ら
、
和
気
藹
々
と

語
り
合
う
様
子
が
見
ら
れ
ま
し
た
。

　

午
後
は
波
の
影
響
で
続
行
が
危
ぶ
ま
れ

る
場
面
も
あ
り
ま
し
た
が
、
大
き
な
け
が

も
な
く
、
全
て
の
舟
が
ゴ
ー
ル
し
ま
し
た
。

ど
の
顔
に
も
心
地
よ
い
疲
労
感
と
漕
ぎ
終

え
た
充
実
感
が
広
が
っ
て
い
ま
し
た
。
中

継
地
点
で
は
た
く
さ
ん
の
声
援
や
ア
ド
バ

イ
ス
を
い
た
だ
き
、
普
段
か
ら
支
え
て
く

だ
さ
っ
て
い
る
地
元
の
方
々
と
ふ
れ
あ
う

大
変
よ
い
機
会
と
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
か

ら
島
を
離
れ
て
い
く
子
ど
も
達
の
胸
に
、

美
し
い
ふ
る
さ
と
の
景
色
と
と
も
に
刻
み

つ
け
ら
れ
た
こ
と
と
思
い
ま
す
。

　

各
方
面
か
ら
多
く
の
御
協
力
を
頂
き
、

重
ね
て
、
厚
く
お
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。
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9月24日～ 30日は結核予防週間
　結核は、結核菌を吸い込むことで人から人へうつる感染
症です。初期の症状はかぜに似ています。①2週間以上咳
や痰が続く②微熱が続く③体がだるくなる④
体重が減る⑤胸の痛みや血痰などの症状があ
る…このような場合は早めに医師の診断を受
けましょう。奄美市では65歳以上の方を対象
に９～10月に結核検診を予定しています。

【お問い合わせ先】　
奄美市健康増進課予防係　 ５２－１１１１（内線１１４２）

今月の看護師さん

萩原　幸代さん
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９月３日は、奄美市「献血の日」です。

日時：平成25年 9月13日（金）　
開場：午後0時 30分
開演：午後1時
場所：奄美市名瀬公民館
内容： 平成 26年（2014年）の開設に向けて県立大島病
院で建設中の救命救急センターの役割や奄美群島の産
婦人科救急をとりまく状況・問題点について、地域住民
が講演や寸劇を通して理解を深めることを目的とする。

①講演Ⅰ：「あなたと創る救命救急センター
 　 あなたのための救命救急センター」（約60分）
　演者　原　　純　先生（県立大島病院 救急科）
　座長　服部　淳一 先生 ( 県立大島病院 救命救急センター

設立準備室長 )　

②寸  劇：大島地区消防組合（救急医療に関するもの）
 （15分～ 20分）

③講演Ⅱ：「産婦人科救急と離島医療」 （約 60分）
　演者　折田　有史 先生（県立大島病院 産婦人科 )　
　座長　平瀬　吉成 先生（大島郡医師会 母子健康担当理事）

※ 聴講を希望される方の事前申込みは不要です。なお、
会場へお越しの際は公共交通機関等の利用にご協力く
ださい。

協力　奄美市　大島地区消防組合　県立大島病院　
主催　大島郡医師会（電話：５２－０５９８）

　昭和３７年９月３日、血液輸送中の自衛隊機が奄美市名瀬
のらんかん山に墜落し、尊い人命が失われました。血液の大
切さを後世に伝えていくことを目的に、平成７年度からこの
日をメモリアルデーとして指定し献血を実施しています。　
　平成２５年度の献血日程は下記のとおりです。市民の皆様
のご協力をお願いいたします。

【お問い合わせ先】奄美市健康増進課
　 0997-52-1111（内線1141）

9月9日は「救急の日」
救急医療週間〈9月8日（日）～9月14日（土）〉

講演会のお知らせ
『平成25年度救急医療講演会』
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「
下
水
道
の
日
」
に
よ
せ
て

　

下
水
道
は
、
住
民
に
健
康
で
快
適
な

生
活
環
境
を
確
保
し
、
河
川
、
海
等
の
公

共
用
水
域
の
水
質
保
全
、
浸
水
の
防
除
と

い
っ
た
大
き
な
役
割
を
果
す
と
と
も
に
、

若
者
の
定
住
促
進
を
は
じ
め
、
地
域
づ
く

り
の
観
点
か
ら
も
、
必
要
不
可
欠
な
基
盤

施
設
で
あ
り
、
引
き
続
き
、
そ
の
積
極
的

な
整
備
が
必
要
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　

本
市
で
は
、
名
瀬
総
合
支
所
管
内
に

お
い
て
昭
和
51
年
度
に
公
共
下
水
道
事

業
に
着
手
し
、
昭
和
58
年
度
よ
り
供
用
を

開
始
し
て
お
り
ま
す
が
、
そ
の
後
、
年
次

的
に
区
域
を
拡
大
し
、
現
在
ま
で
に
約
504

ヘ
ク
タ
ー
ル(

全
体
計
画
586
ヘ
ク
タ
ー
ル)

の
整
備
が
図
ら
れ
て
お
り
ま
す
が
、
今
後

も
未
普
及
地
域
の
解
消
や
施
設
の
適
正
な

維
持
管
理
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

笠
利
総
合
支
所
管
内
に
お
い
て
は
、
平

成
８
年
度
に
大
笠
利
地
区
の
特
定
環
境

保
全
公
共
下
水
道
事
業
に
着
手
し
、
平

成
13
年
度
よ
り
一
部
供
用
を
開
始
し
て
お

り
、
現
在
ま
で
に
約
41
ヘ
ク
タ
ー
ル(

全

体
計
画
45
ヘ
ク
タ
ー
ル)

の
整
備
を
完
了

し
て
お
り
ま
す
。

　

今
後
は
、
引
き
続
き
大
笠
利
地
区
の
整

備
を
進
め
る
と
と
も
に
、
平
成
24
年
度
よ

り
新
規
に
赤
木
名
地
区
を
事
業
着
手
し
、

生
活
環
境
の
改
善
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

次
に
、
農
業
集
落
排
水
事
業
で
の
整
備

で
ご
ざ
い
ま
す
が
名
瀬
総
合
支
所
管
内
で

は
小
湊
地
区
、
根
瀬
部
地
区
、
芦
良
地
区
、

知
名
瀬
地
区
、
名
瀬
勝
地
区
、
大
川
地

区
の
整
備
を
完
了
し
て
お
り
ま
す
。
現
在

は
根
瀬
部
地
区
に
お
い
て
老
朽
化
に
伴
う

更
新
工
事
を
進
め
て
お
り
ま
す
。

　

住
用
総
合
支
所
管
内
で
は
山
間
地
区

の
整
備
を
完
了
し
、
笠
利
総
合
支
所
管
内

で
は
用
地
区
と
宇
宿
地
区
の
整
備
を
完
了

し
、
現
在
は
屋
仁
地
区
・
佐
仁
地
区
に
お

い
て
整
備
を
進
め
て
お
り
ま
す
。

　

平
成
25
年
３
月
末
現
在
に
お
け
る
本

市
（
名
瀬
、
住
用
、
笠
利
総
合
支
所
含
む
）

全
体
の
下
水
道
普
及
率
（
下
水
道
、
農

業
集
落
排
水
及
び
合
併
処
理
浄
化
槽
を

含
む
）
は
、
92.6
パ
ー
セ
ン
ト
と
な
っ
て
お

り
全
国
的
に
も
高
い
水
準
に
達
し
て
お
り

ま
す
。

　

こ
れ
も
ひ
と
え
に
、
市
民
の
皆
様
や
関

係
業
界
の
ご
理
解
と
ご
協
力
の
賜
物
と
心

か
ら
感
謝
申
し
上
げ
る
次
第
で
す
。

　

さ
て
、
毎
年
９
月
10
日
は
、「
下
水
道

の
日
」
と
し
て
、
下
水
道
の
普
及
と
、
そ

の
十
分
な
活
用
に
つ
い
て
、
国
民
の
理
解

と
協
力
を
得
る
こ
と
を
目
的
に
、
様
々
な

啓
発
行
事
等
が
実
施
さ
れ
て
き
て
お
り
ま

す
。

　

今
年
で
53
回
目
を
迎
え
る
「
下
水
道
の

日
」
は
、
推
進
標
語
に

「
下
水
道　

水
が
笑
顔
に　

な
れ
る
道
」

を
か
か
げ
、
下
水
道
に
対
す
る
国
民
の
理

解
と
関
心
を
深
め
る
た
め
の
各
種
イ
ベ
ン

ト
が
全
国
的
に
実
施
さ
れ
ま
す
。

　

今
後
も
快
適
で
文
化
的
な
街
づ
く
り

を
目
指
し
、
継
続
し
て
下
水
道
の
推
進
に

努
め
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
市
民
の
皆
様

の
な
お
一
層
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜
り

ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

〜
九
月
十
日
（
火
）
は
第
五
十
三
回　
「
下
水
道
の
日
」
で
す
〜

　

下
水
道
は
、
台
所
や
風
呂
場
・
洗
濯

な
ど
の
生
活
雑
排
水
や
工
場
な
ど
の
排

水
を
集
め
、処
理
場
で
き
れ
い
な
水
に
し
、

自
然
界
に
戻
す
重
要
な
役
割
を
も
っ
た
施

設
で
す
。

☆
ト
イ
レ
の
水
洗
化
で
さ
わ
や
か
に

　

 

す
べ
て
の
家
庭
で
水
洗
ト
イ
レ
が
使

え
る
よ
う
に
な
り
、嫌
な
臭
い
も
な
く
、

気
持
ち
よ
い
暮
ら
し
が
で
き
る
よ
う

に
な
り
ま
す
。

☆
ま
ち
を
き
れ
い
に
、
清
潔
に

　

 

側
溝
や
水
路
に
汚
れ
た
水
を
流
さ
な

い
の
で
、
蚊
や
ハ
エ
の
発
生
を
防
ぎ
、

き
れ
い
な
住
み
よ
い
ま
ち
に
な
り
ま

す
。

☆
川
や
海
を
美
し
く

　

 

汚
水
は
下
水
処
理
場
で
き
れ
い
な
水

に
し
て
、
海
に
返
す
の
で
、
川
や
海
の

自
然
が
守
ら
れ
ま
す
。

　

下
水
道
へ
の
切
り
替
え
工
事
は
早
め
に

し
ま
し
ょ
う
。

　

台
所
や
風
呂
場
・
洗
濯
・
浄
化
槽
な

ど
の
雑
排
水
は
、
下
水
道
が
使
用
で
き
る

よ
う
に
な
っ
た
ら
遅
滞
無
く
下
水
道
に
流

す
よ
う
に
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。（
下

水
道
法
第
十
条
）

　

汲
み
取
り
便
所
は
、
三
年
以
内
に
水

洗
ト
イ
レ
へ
の
改
造
工
事
を
行
う
こ
と
が

義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。（
下
水
道
法

第
十
一
条
の
三
）

　

こ
の
よ
う
に
法
律
で
も
、
早
め
の
下
水

道
切
替
え
工
事
を
す
る
よ
う
義
務
付
け

て
い
ま
す
。

　

下
水
道
は
、
そ
の
区
域
内
に
移
住
す
る

す
べ
て
の
方
々
が
使
用
し
て
は
じ
め
て
、

そ
の
目
的
が
達
成
さ
れ
る
施
設
な
の
で

す
。

　

清
潔
で
快
適
な
生
活
環
境
、
昔
の
よ

う
に
川
は
自
然
の
清
流
に
か
わ
り
、
子
ど

も
た
ち
の
遊
び
場
に
、
海
は
魚
た
ち
の
安

住
の
地
に
よ
み
が
え
ら
せ
る
た
め
に
、
あ

な
た
も
参
加
で
き
る
街
づ
く
り
、
そ
れ
が

下
水
道
事
業
な
の
で
す
。

　

市
で
は
、「
奄
美
市
排
水
設
備
指
定
工

事
店
」
を
定
め
て
い
ま
す
の
で
、
工
事
依

頼
、
修
繕
は
指
定
工
事
店
へ
申
し
込
ん
で

く
だ
さ
い
。

　

下
水
道
を
正
し
く
使
う
た
め
に
次
の

よ
う
な
こ
と
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

一
． 

使
い
古
し
た
食
用
油
は
水
に
流
さ
な

い
よ
う
に
。

二
． 

水
洗
ト
イ
レ
に
は
、
や
わ
ら
か
い
紙

以
外
は
流
さ
な
い
よ
う
に
。

三
． 

油
類
を
下
水
道
へ
流
す
と
管
内
に
ガ

ス
が
発
生
し
、
爆
発
の
恐
れ
が
あ
り

ま
す
の
で
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

四
． 

有
害
な
成
分
を
含
ん
だ
汚
水
を
流

す
場
合
は
、
除
外
施
設
の
設
置
が
義

務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

五
． 

マ
ン
ホ
ー
ル
に
ゴ
ミ
や
土
砂
を
捨
て

な
い
よ
う
に
。
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「
下
水
道
の
日
」
は
、
１
９
６
１
年
（
昭

和
36
年
）、
著
し
く
遅
れ
て
い
る
わ
が
国

の
下
水
道
の
全
国
的
な
普
及
（
当
時
の

普
及
率:

６
％
）
を
図
る
必
要
が
あ
る
こ

と
か
ら
、「
全
国
下
水
道
促
進
デ
ー
」
と

し
て
始
ま
り
ま
し
た
。

　

９
月
10
日
と
定
め
ら
れ
た
の
は
、
下
水

道
の
大
き
な
役
割
の
ひ
と
つ
で
あ
る
「
雨

水
の
排
除
」
を
念
頭
に
、
台
風
シ
ー
ズ
ン

で
あ
る
210
日
を
過
ぎ
た
220
日
（
立
春
か

ら
数
え
て
）
が
適
当
で
あ
る
と
さ
れ
た
こ

と
に
よ
る
も
の
で
す
。

　

日
本
に
お
け
る
近
代
下
水
道
の
基
で

あ
る
旧
下
水
道
法
が
１
９
０
０
年
に
制

定
さ
れ
、
100
年
を
迎
え
、
そ
の
記
念
行

事
が
行
わ
れ
た
こ
と
、
ま
た
、
２
０
０
１

年
が
21
世
紀
の
ス
タ
ー
ト
の
年
に
あ
た

る
こ
と
な
ど
か
ら
、
近
年
の
下
水
道
に
対

す
る
認
識
の
高
ま
り
も
あ
り
、
よ
り
親

し
み
の
あ
る
名
称
と
し
て「
下
水
道
の
日
」

に
変
更
さ
れ
ま
し
た
。

　

本
市
で
は
、「
下
水
道
の
日
」
に
あ
わ

せ
、
河
川
等
の
清
掃
作
業
や
下
水
道
未

接
続
箇
所
へ
の
チ
ラ
シ
配
布
な
ど
を
行
い

ま
す
。

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

名
瀬
地
区
・
住
用
地
区

●
名
瀬
総
合
支
所　

下
水
道
課

　

52-

１
１
１
１

　
（
内
線
１
７
７
０
〜
１
７
７
６
）

笠
利
地
区

●
笠
利
総
合
支
所　

水
環
境
課

　

63-

１
１
１
１

　
（
内
線
３
０
９
０
〜
３
０
９
４
）

　

排
水
施
設
の
故
障
や
、
配
水
管
の
つ
ま

り
な
ど
で
困
っ
た
場
合
は
、
指
定
工
事
店

へ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　

使
用
者
が
設
置
し
、
維
持
管
理
す
る
排

水
設
備
も
建
物
の
一
部
と
考
え
、
故
障
が

お
こ
ら
な
い
よ
う
日
頃
の
管
理
を
行
い
ま

し
ょ
う
。

　

ト
イ
レ
の
水
洗
化
と
排
水
設
備
工
事

(

下
水
道
へ
の
切
替
え
工
事)

に
か
か
る

費
用
は
、
市
が
指
定
し
た
金
融
機
関
に
融

資
の
あ
っ
せ
ん
を
い
た
し
ま
す
。

◎
融
資
あ
っ
せ
ん
の
条
件

一
、 

市
民
税
及
び
固
定
資
産
税
、
並
び
に

公
共
下
水
道
受
益
者
負
担
金
を
滞
納

し
て
い
な
い
こ
と
。

二
、
償
還
金
の
弁
済
能
力
が
あ
る
こ
と
。

三
、 

市
内
に
居
住
し
、
独
立
の
生
計
を
営

み
、
市
税
を
完
納
し
て
い
る
連
帯
保

証
人
を
有
す
る
こ
と
。

◎
利
子
補
給
の
条
件

　

 

下
水
道
供
用
開
始
の
告
示
後
、
三
年
以

内
に
行
う
工
事
で
あ
る
こ
と
。

◎
融
資
金
の
償
還
期
限　

　

三
年
（
三
十
六
回
）
以
内

　

公
共
下
水
道
は
、
道
路
や
公
園
な
ど
の

よ
う
に
市
民
全
体
が
利
用
で
き
る
施
設
と

異
な
り
、
こ
の
恩
恵
を
受
け
る
こ
と
が
で

き
る
人
は
、
公
共
下
水
道
区
域
内
に
居
住

す
る
特
定
の
人
た
ち
だ
け
で
す
。

　

公
共
下
水
道
が
整
備
さ
れ
ま
す
と　

①
周
辺
環
境
の
改
善　

②
水
洗
ト
イ
レ
の

利
用　

③
土
地
利
用
価
値
の
増
大
な
ど
、

こ
の
事
業
に
よ
る
利
益
は
計
り
知
れ
な
い

も
の
が
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
限
ら
れ
た
地
域
の
人
だ
け

が
利
益
を
受
け
る
下
水
道
事
業
に
国
の
補

助
金
と
奄
美
市
の
全
域
か
ら
の
一
般
市
費

（
税
金
）
の
み
を
多
額
に
投
入
す
る
こ
と

は
、
不
公
平
な
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

そ
こ
で
下
水
道
が
整
備
さ
れ
る
こ
と
に

よ
っ
て
、
利
益
を
受
け
る
方
に
建
設
費
の

一
部
を
負
担
し
て
い
た
だ
き
、
一
日
も
早

く
下
水
道
を
計
画
的
に
整
備
し
よ
う
と
す

る
の
が
「
受
益
者
負
担
金
制
度
」
で
す
。

　

平
成
24
年
度
末
ま
で
に
、
受
益
者
の
皆

様
か
ら
い
た
だ
い
た
負
担
金
の
総
額
は
、

約
12
億
９
千
７
百
万
円
と
な
っ
て
い
ま

す
。
受
益
者
の
皆
様
の
ご
理
解
と
ご
協
力

を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

な
お
、
滞
納
さ
れ
て
い
る
受
益
者
の

方
々
は
早
め
に
納
付
さ
れ
ま
す
よ
う
、
重

ね
て
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

※
負
担
金
の
納
入
方
法
と
納
期

　

負
担
金
は
総
額
を
五
年
に
分
け
、
さ
ら

に
一
年
分
を
四
期
に
分
け
て
納
め
て
い
た

だ
き
ま
す
。

第
一
期 

７
月
１
日
〜
７
月
31
日

第
二
期 

９
月
１
日
〜
９
月
30
日

第
三
期 

11
月
１
日
〜
11
月
30
日

第
四
期 

２
月
１
日
〜
２
月
末
日

※
一
括
納
付
の
報
奨
金
制
度

　

負
担
金
の
納
入
は
、
五
年
間
の
分
割
納

付
を
原
則
と
し
て
い
ま
す
が
、
負
担
金
の

全
額
を
初
年
度
第
一
期
の
納
期
内
に
納
付

さ
れ
ま
す
と
、
13
％
の
一
括
納
付
報
奨
金

が
交
付
さ
れ
ま
す
。
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屋外広告物の表示・設置について
-奄美少年自然の家事業案内 -

日時：平成２５年９月２０日(金）　１９：００～２１：００
場所：県立奄美少年自然の家
内容： 望遠鏡を使って月の観察をしたり、演奏を聴きながら名月を

観望したりします。（事前申し込みの必要はありません）

期日：平成２５年９月２１日(土），１０月１２日（土），１１月１６日（土）
時間：１３：３０～１６：００
参加対象：成人対象ですが、親子での参加も歓迎します。
※ 湯呑やマグカップ、茶碗や皿などオリジナルな作品づくりができ
ます。材料代２，３００円程度（粘土代と釉薬代、焼き代）
申込：電話で、自然の家へ直接申し込んでください。

問い合わせ先及び申込先：県立奄美少年自然の家
53－1032 　 53－1033

詳しくは、県立奄美少年自然の家ホームページを御覧ください。

○一定規模以上の屋外広告物を表示・設置する際は、事
前に市の許可が必要です。
　奄美市内は３つの禁止地域と２つの制限地域の５つの
地域に分けられます。禁止地域には原則として広告物を
表示できず、制限地域で広告物を表示するには市長の許
可が必要です。また、広告物を表示・設置できない物件
もあります。　各地域の範囲や許可基準、申請手続につ
いては下記までお問い合わせください。
【お問い合わせ先】奄美市役所建設部都市整備課管理係
  　 52-1111（内線1222）
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労働力調査にご理解をお願いします

　奄美市では、ふるさと起業奨学生を下記のとおり募集
します。

【申込資格】生活の本拠を本市に有する者で、農林、水産、
商工、観光又は情報通信に関する分野において、本市
での起業を目的として専門技術の習得又は研修を受ける
者で、研修期間終了後１年以内に本市に居住し、引き続
き３年以上居住する者
【対象者】一般社会人
【募集人員】若干名
【貸付月額】郡内奨学生　　５０，０００円以内
 　  郡外奨学生　１００，０００円以内
      （ただし、１２０万円を上限とする。）
【貸付の利率】利息は付さない
【貸付期間】研修期間内
【返還方法】技術の習得や研修等が終了した日の属する
月の翌月から１年を経過した翌月から最長１０年以内
【募集期間】年２回（３月／９月）募集
      （今回締切期限：９月３０日）
【申込先】奄美市商工観光部商水情報課労政水産係
　〒894-8555　鹿児島県奄美市名瀬幸町25番 8号
　 0997-52-1111（内線1422）　 0997-52-1359
　 shosui@city.amami.lg.jp

備考：募集は、年間を通して受け付けていますが、審査
会を年２回（４月と１０月）としています。
　今回は、平成２５年９月３０日（月）までに申請があっ
たものについて、１０月の審査会で選考いたします。
　詳細につきましては、上記申込先までお問い合わせく
ださい。

　労働力調査は、我が国の失業率や雇用の実態を明らか
にする重要な統計調査で、総務省統計局が都道府県を通
じて毎月実施しています。
　対象は、統計的な方法に基づき無作為に選
ばれた世帯の１５歳以上の方です。調査対象に
選定された皆様のお宅に統計調査員が伺った
際には、調査へのご回答をお願いします。
【お問い合わせ先】奄美市役所企画調整課広報統計係
  　 52-1111（内線1324）

「ガスと暮らしの安心」運動実施中！９月1日より
[ガスを安全に使うために！５つのアドバイス ]
① 換気を十分にして、不完全燃焼をお
こさないようにしましょう。
② ガス小型湯沸器は、風呂、洗濯機、シャ
ワーに使わないでください。
③ 料理中は、ガステーブルから離れな
いでください。
④ ガス臭いと感じたら、窓や戸を大きくあけて換気
をしましょう。すぐにガス事業者へ連絡を！
　 換気扇などの電気のスイッチは着火源となるおそ
れがありますので、絶対に触れないでください。
⑤ 地震が発生したら、まず落ち着いてゆれが収まっ
てから、使用中のガス機器の火を消してください。

　（社）日本ガス協会インターネットホームページ
　http://www.gas.or.jp
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【お申込み先】奄美大島観光物産協会（事務局：奄美市紬観光課）
 ５２－１１１１（内線１４３７）

【お問い合せ・予約先】　市民協働推進課市民生活係
　　　電話：５２-１１１１  （内線 1715・1716）

９～10月相談日のお知らせ（派遣相談）　※必ず電話予約が必要です。
・　９/１２（木）大倉　克大　弁護士（午後1時～4時半）
・　９/１９（木）清水　沙知　弁護士（午前9時半～11時半）
・　９/２６（木）白鳥　努　弁護士（午前11時～12時,午後1時～3時半）
・１０/１０（木）鈴木　穂人　弁護士（午後1時～4時半）
・１０/１７（木）正込　健一朗　弁護士（午前9時半～11時半）
・１０/２４（木）新倉　哲朗　弁護士（午前11時～12時,午後1時～3時半）
多くの方にご利用していただきたいので、原則ひとり年１回とさせていただきます。

【日時】平成２５年９月１５日（日）１０：００～１１：３０
【場所】本場奄美大島紬会館６階（本場奄美大島紬販売協同組合）
 （奄美市名瀬港町１５番１号）
【定員】１０名（要申込） 【参加料】無料

寄 

附　

 

次
の
み
な
さ
ま
か
ら
社
会
福
祉
協
議
会
へ
ご
寄
附
を
い

た
だ
き
ま
し
た
の
で
、
芳
名
を
記
載
い
た
し
ま
す
。

●
香
典
返
し
（
名
瀬
）  

 

愛
川　

春
子
様 

（
春
日
） 

亡
夫 

愛
川　

末
治
様

恵　

正
行
様 

（
小
宿
） 

亡
母 

恵　

サ
ダ
様

小
林　

ハ
ル
様 

（
井
根
） 

亡
夫 

小
林　

武
範
様

田
中　

博
光
様　

 

（
小
浜
） 

亡
母 

田
中　

登
喜
子
様

森　

美
佐
子
様 

（
平
松
） 

亡
夫 

森　

貞
紘
様

満
山　

豊
様 

（
小
宿
） 

亡
父 

満
山　

豊
彦
様

平
井　

康
弘
様 

（
佐
大
熊
） 

亡
母 

平
井　

厚
子
様

●
香
典
返
し
（
笠
利
）

山
田　

和
則
様 

（
里
） 

亡
母 

山
田　

ス
マ
様

松
元　

フ
イ
子
様 

（
和
野
） 
亡
夫 

松
元　

春
海
様

大
瀬　

良
博
様 

（
宇
宿
） 

亡
母 

大
瀬　

と
ね
子
様

大
山　

浩
一
様 

（
平
） 

亡
母 
大
山　

カ
ツ
様

川
原　

恵
美
子
様 

（
里
） 

亡
父 
山
田　

利
光
様

●
香
典
返
し
（
住
用
）

吉
田　

信
弘
様 

（
川
内
） 

亡
妻 

吉
田　

タ
ミ
子
様

屋
宮　

佳
卓
様 

（
神
屋
） 

亡
父 

屋
宮　

庵
様

松
元　

茂
勝
様 

（
市
） 

亡
妻 

松
元　

八
重
子
様

●
一
般
寄
附
（
名
瀬
）  

 

高
尾
野　

壽
様 

（
伊
津
部
）

だ
っ
こ
ち
ゃ
ん　

様

て
ぃ
だ
っ
こ　

様

　「九州電力保安部」「九州電力保安
部コールセンター」等を名乗り、あ
たかも当社からの電話と思わせお客
さまへ「電気料金が安くなる」とか「動
力のご契約を変更しませんか？」と
いうような勧誘を行う事象が発生し
ています。当社にこれらの部署は存
在せず、当社からこのような勧誘活
動はおこなっていませんので、十分

ご注意ください。当社社員や当社関
係会社社員は「身分証明書」を携行
しておりますので、訪問勧誘で疑わ
しいと思われたら、身分証明書の提
示を求めるなど確認をしてください。
　その他、不審に思われたら、九州
電力までご連絡ください。

九州電力奄美営業所(コールセンター)
０１２０－９８６－８０８
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【名瀬公民館】
《一般図書》

＊『遠野物語 remix』

/　京極 夏彦

＊『女もたけなわ』

/　瀧波 ユカリ

＊『見えない日本の紳士たち』

/　グレアム・グリーン

＊『脇阪克二のデザイン』

/　脇阪 克二

・・・ほか

《児童図書》

＊『おばけマンションシリーズ』

/　栗生 こずえ

＊『一期一会シリーズ』

/　むらい かよ

・・・ほか

【伊津部分館】
＊『夢幻花』/　東野 圭吾

＊『望郷』/　湊 かなえ

＊『永遠の0』/　百田 直樹

場　所： 奄美市名瀬公民館

ホール　午後7時～

９月の上映作品

「ノートルダムのせむし男」

　… 9月7日（土）

「錨
いかり

をあげて」

　…9月28日（土）

お問い合わせ先：奄美市名瀬

公民館　 52-1816

入場無料！！

※主催者の都合により、開演時間･入場方法等が変更になることがあります。
　お問合わせは、それぞれの主催者へお願いいたします。
〒894－0036 鹿児島県奄美市名瀬長浜町５１７番地　奄美振興会館 TEL:54-1211 FAX:52-6852

※ お問い合わせ　　奄美パーク・奄美の郷 TEL： 55-2333　田中一村記念美術館 TEL ：55-2635
※ 都合により日程や時間が変更になることがあります。
※９月～６月は，開園時間が 9:00 ～ 18:00 です。※９月の休園日は４日（水）・１８日（水）です。
※平成２３年４月より年間パスポートを導入致しました。（大人1,200円・高大生800円・小中生600円）
　２回分の料金で、発行日より１年間有効。ケンムンシール６個（＝６回入館）で、プレゼント贈呈
※１６日（月）敬老の日は，６５歳以上観覧料半額

※上記の健診場所は奄美市保健センターです。
※笠利地区・住用地区については、各地区のページをご覧ください。

※都合により日程や時間が変更になることがあります。AiAi ひろば TEL: 52-1778
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　朝山奄美市長の過去１ヵ月における主な動静を紹介

するコーナーです。

■
７
月
か
ら
雨
が
全
然
降
っ
て
い
な

い
の
で
農
作
物
が
育
ち
ま
せ
ん
。
そ

ろ
そ
ろ
雨
が
降
っ
て
き
て
ほ
し
い
も

の
で
す
。（
26
歳
女
性
）

■
２
人
の
息
子
と
週
末
の
た
び
に
海

に
行
っ
て
ま
す
！
す
ぐ
に
海
に
行
け

る
の
は
奄
美
の
特
権
で
す
ね
。
２
人

と
も
本
当
に
ま
っ
黒
に
な
っ
て
し
ま

い
ま
し
た
。（
？
歳
女
性
）

■
「
奄
美
」
ナ
ン
バ
ー
認
定
で
、
知

名
度
を
上
げ
地
域
活
性
化
に
大
き
な

期
待
。
レ
ン
タ
カ
ー
を
含
む
「
奄
美

ナ
ン
バ
ー
」
の
渡
航
費
の
大
幅
減
額

は
い
か
が
か
な
、
乞
う
期
待
。（
61
歳

女
性
）

■
毎
年
奄
美
に
帰
省
し
て
い
ま
す
。

今
年
は
、
花
火
も
見
る
こ
と
が
で
き
、

八
月
踊
り
に
も
参
加
で
き
て
、
と
て

も
楽
し
か
っ
た
で
す
。
ま
た
来
年
も

帰
っ
て
き
ま
す
。
コ
ク
ト
く
ん
か
わ

い
い
〜
。（
９
歳
女
子
）

■
孫
が
三
人
や
っ
て
来
て
久
し
ぶ
り

に
我
が
家
も
に
ぎ
や
か
な
夏
を
迎
え

ま
し
た
。
小
一
年
生
は
ラ
ジ
オ
体
操

が
楽
し
み
で
一
緒
に
参
加
し
、
終
わ
っ

て
か
ら
自
転
車
で
町
中
を
サ
イ
ク
リ

ン
グ
し
ま
し
た
。（
69
歳
男
性
）

■
奄
美
の
マ
ン
ゴ
ー
も
ス
イ
カ
も
他

の
果
物
す
べ
て
お
い
し
い
。
太
陽
の

恵
み
な
の
で
し
ょ
う
ね
。
友
達
に
も

送
り
、
自
分
で
も
よ
く
食
べ
て
ま
す
。

果
物
最
高
♡
（
40
歳
女
性
）

■
先
日
コ
ク
ト
く
ん
の
絵
が
プ
リ
ン

ト
さ
れ
た
暑
中
見
舞
い
ハ
ガ
キ
を
親

せ
き
や
友
人
に
出
し
ま
し
た
。「
奄

美
の
ご
当
地
キ
ャ
ラ
か
わ
い
い
ね
♥
」

と
い
う
電
話
を
頂
き
、
も
っ
と
多
く

の
人
に
コ
ク
ト
く
ん
を
知
っ
て
も
ら

い
た
い
な
ぁ
と
思
い
ま
し
た
★
!!!

（
24
歳
女
性
）

■
転
勤
し
て
き
た
奄
美
で
、毎
週
サ
ー

フ
ィ
ン
を
楽
し
ん
で
い
ま
す
。
奄
美

の
海
、サ
イ
コ
ー
で
す
！
（
34
歳
男
性
）

■
か
わ
い
い
コ
ク
ト
く
ん
と
ロ
ビ
ン
ち
ゃ

ん
に
い
や
さ
れ
て
い
ま
す
。（
56
歳
女
性
）

※
広
報
ク
イ
ズ
の
抽
選
で
当
選
さ
れ
た
方
全
員
へ
、
さ
ら
に
コ
ク
ト
く
ん
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
マ
グ
ネ
ッ
ト
ス
テ
ッ
カ
ー
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
ま
す
。

奄美まつりパレードにて奄美まつりパレードにて
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３
つ
の
答
え
の
中
か
ら
正
し
い
も
の
を
選

び
、
ハ
ガ
キ
に
書
い
て
お
送
り
く
だ
さ
い
。

（
※
先
月
の
ク
イ
ズ
の
ヒ
ン
ト
の
ペ
ー
ジ
に
誤

り
が
あ
り
ま
し
た
。
お
詫
び
い
た
し
ま
す
。）

①
10
月
５
日
に
開
催
さ
れ
る
の
は
何
の

コ
ン
サ
ー
ト
？
（
ヒ
ン
ト
６
Ｐ
）

　

Ａ
…
オ
ペ
ラ　

Ｂ
…
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン

　

Ｃ
…
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル

②
あ
や
ま
る
祭
り
で
ラ
イ
ブ
を
し
た
、

笠
利
町
出
身
の
男
性
2
人
組
ア
ー
テ
ィ

ス
ト
は
？
（
ヒ
ン
ト
５
Ｐ
）

　

Ａ
…
ナ
ゼ
ン
チ
ュ　

Ｂ
…
ス
ミ
ヨ
ン
チ
ュ

　

Ｃ
…
カ
サ
リ
ン
チ
ュ

③
伊
津
部
分
館
に
入
っ
た
新
着
図
書

で
、
映
画
化
さ
れ
奄
美
で
も
ロ
ケ
を
し

た
作
品
は
、
何
の
０
？
（
ヒ
ン
ト
21
Ｐ
）

　

Ａ
…
永
久　

Ｂ
…
悠
久　

Ｃ
…
永
遠

■
応
募
方
法　

ハ
ガ
キ
に
答
え
（
例
：
①

―
Ａ
）、
住
所
、
お
名
前
（
ペ
ン
ネ
ー
ム
）、

年
齢
、性
別
、電
話
番
号
と
、コ
メ
ン
ト
（
感

想
・
身
の
回
り
の
こ
と
な
ど
）
を
書
き
添
え

て
く
だ
さ
い
。
全
問
正
解
者
の
中
か
ら
抽
選

で
１
名
様
に
日
本
エ
ア
コ
ミ
ュ
ー
タ
ー
往
復

優
待
券（
5
割
引
）＋ 

マ
グ
ネ
ッ
ト
ス
テ
ッ
カ
ー
、

10
名
様
に
図
書
カ
ー
ド
（
５
百
円
分
）
＋ 

マ

グ
ネ
ッ
ト
ス
テ
ッ
カ
ー
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
ま
す
。

ご
応
募
・
お
便
り
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

■
宛
先　

〒
８
９
４
―
８
５
５
５

　

奄
美
市
名
瀬
幸
町
25
―
８

　

奄
美
市
役
所
「
広
報
ク
イ
ズ
」
係

■
締
め
切
り 

９
月
15
日
（
当
日
消
印
有
効
）

■
８
月
号
の
正
解

　

①
―
Ｂ　
②
―
Ｃ　
③
―
Ａ　

　
（
85
通
中
75
通
正
解
）

抽
選
で
次
の
方
々
が
当
選
し
ま
し
た
。
お

め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

●
日
本
エ
ア
コ
ミ
ュ
ー
タ
ー
往
復
優
待
割

引
券
（
１
人
）
＋ 

マ
グ
ネ
ッ
ト
ス
テ
ッ
カ
ー

　

 

徳
田
美
理
子　

さ
ん
（
名
瀬
浜
里
町
）

●
図
書
カ
ー
ド
（
五
百
円
）
＋ 

マ
グ
ネ
ッ

ト
ス
テ
ッ
カ
ー
（
10
人
）

　

 

ユ
ウ
ち
ゃ
ん　

さ
ん
（
名
瀬
平
松
町
）

　

 

さ
く
ら　

さ
ん
（
名
瀬
末
広
町
）

　

 

宮
澤
義
明　

さ
ん
（
名
瀬
石
橋
町
）

　

 

り
こ
ぴ
ん　

さ
ん
（
名
瀬
久
里
町
）

　

 

山
田
紘
一　

さ
ん
（
住
用
町
川
内
）

　

 

中
馬
恵
雄　

さ
ん
（
笠
利
町
喜
瀬
）

　

 

た
っ
き
ー　

さ
ん
（
名
瀬
矢
之
脇
町
）

　

 

ク
ロ
ザ
ト
ウ　

さ
ん
（
名
瀬
久
里
町
）

　

 

神
田
直
美　

さ
ん
（
名
瀬
真
名
津
町
）

　

 

志
岐
正
美　

さ
ん
（
名
瀬
有
屋
町
）

平成２5年　火災件数

地　区 ７月 　 年 計

名　瀬 0 ５
笠　利 １ ２
住　用 0 1
合　計 １ ８

　

氏　
　

名　
　
　
　
　
　

保
護
者
名

（
７
月
届
出
）

平
井　

緋
奈 

(

ひ
な)  

聡

永
田　

結
莉 

(

ゆ
う
り) 

太
輔

三
津
井　

颯
真 (

そ
う
ま) 

一
祥

山
下　

真
央 

(

ま
お)  

悟

生
田　

楓
夏 

(

ふ
う
か) 

厳
貴

吉
田　

七
生 

(

な
な
お) 

講
平

中
棚　

陽
琉 

(

は
る)  

大
地

深
佐　

柚
南 

(

ゆ
な)  

雄
一
郎

肥
後　

琴
音 
(

こ
と
ね) 

友
嘉

里　

美
羽 
(

み
う)  

幸
治

瀧
田　

空
南 

(

そ
な)  

美
香

昌
谷　

慈
大 

(

ひ
ろ
た) 

昭
洋

赤
尾　

妃
菜
詩 (

ひ
な
た) 

均

當　

幸
芽 

(

こ
う
め) 

朋
隆

緒
方　

詩
音 

(

し
お
ん) 

雅
智

榊　

真
子 

(

ま
こ)  

稔
之

矢
野　

琥
斗
良 (
こ
と
ら) 

智
一

久
保　

心
美 

(

こ
こ
み) 

公
一

林　

悠
真 

(

ゆ
う
ま) 

祐
樹

仁
添　

宏
詩
郎 (

こ
う
た
ろ
う) 
宏
幹

守
田　

吏
凜
子 (

り
り
こ) 
勝
彦

本
田　

晴
琉 

(

は
る)  

晋
也

岡
山　

怜
奈 

(

れ
い
な) 

克
志

藤
井　

花
恋 

(

か
れ
ん) 

大
樹

前
田　

一 
(

え
ー
す) 

力
男

坂
元　

柚
衣
夏 (

ゆ
い
か) 

辰
徳

岩
崎　

勇
昇 

(

ゆ
う
し
ょ
う) 

勇
登

※
保
護
者
の
承
諾
を
得
た
方
の
み
掲
載
し
て
い
ま
す
。

　

応
募
方
法
に
つ
き
ま
し
て
は
、
広
報
ク
イ
ズ
の
コ
ー
ナ
ー
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

○ｅ－Ｔａｘに関する情報は、ｅ－Ｔａｘホームページをご覧ください
　利用開始の手続、受付時間、パソコンの環境、ｅ－Ｔａｘソフトやｅ－Ｔａｘソフト（WEB版）
の操作方法、よくある質問など、ｅ－Ｔａｘに関する最新の情報についてお知らせしています
ので、ご利用の前にご確認ください。(http://www.e-tax.nta.go.jp)また、平成 25
年 8月1日からｅ－Ｔａｘの受付終了時間が21時から24時へ延長されました。
　【問い合わせ】大島税務署 0997-52-4321※自動音声案内
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TEL: 0997-52-1111　
FAX: 0997-52-1001  

〒
894-8555　

鹿
児
島
県
奄
美
市
名
瀬
幸
町
25
番
8
号

E-M
A
IL: info@

city.am
am
i.lg.jp

 
U
RL：

http://w
w
w
.city.am

am
i.lg.jp

/

facebook：
https://w

w
w
.facebook.com

/A
m
am
iCity

tw
itter : http://tw

itter.com
/A
m
am
i_City

携
帯
サ
イ
ト
: http://w

w
w
.city.am

am
i.lg.jp

/m
obile/

　
index.htm

l　
…
…
…

▼

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
サ
イ
ト
: http://w

w
w
.city.am

am
i.lg.jp

/　
sm
artphone/index.htm

l

＜材料（2人分）＞

＜作り方>

▲ 平成２５年７月３０日～８月２日にかけて、沖縄と奄美
の子どもたちが合同で奄美の自然環境についての調査を
行いました。
　環境問題について学んだことを今後発信していきます。 

▲ 「世界自然遺産“道の日”奄美群島クリーンアップ大作戦」
が行われ、大島支庁・市役所職員、建設業関係者や地域
住民などが道路の清掃活動を行いました。（8月10日）

▲ 世界自然遺産登録に向けて動植物や自然景観の保護
をＰＲするため、奄美市名瀬総合支所庁舎壁面に啓発用
の看板を設置しました。（7月29日）

～手作りで 島の味を 家庭の味を～

▲ 梅雨明け以降、奄美地方はほとんど雨の降らない日
が続き、 ７月の降水量が0.0ミリだった笠利町のサトウ
キビ畑はからからに乾燥していました。（８月16日）
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